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むさし府中商工会議所
2023年度建設業部会調査

この度、2024年問題、インボイス制度、資材高騰化等の時事問題に対する課題を把
握する為に、建設業部会の会員の皆様のご意見をお聞かせいただきたく存じます。こ
のアンケートの所要時間は5分程度です。調査結果は、今後の事業、政策提言等の目
的のみで管理・利用し、その他の目的で使用致しません。QRコードからの回答も可能
です。主催：むさし府中商工会議所

貴社の事業者名を教えてください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

土木一式工事 建築一式工事 大工工事

貴社の就業者の内、2023年10月1日現在、建設業部門のそれぞれの人数を教えてください。

左官工事

屋根工事

タイル・れんが・ブロツク工事

ほ装工事

ガラス工事

内装仕上工事

電気通信工事

建具工事

清掃施設工事

とび・土工・コンクリート工事

電気工事

鋼構造物工事

貴社が2022年に受注した工事を全て選んでください。該当する回答が複数の場合は、複数を選
択してください。

貴社が2018～2022年迄で年間における完成工事高が一番多い工事を選んでください。

土木一式工事 建築一式工事 大工工事

左官工事 とび・土工・コンクリート工事 石工事

石工事

管工事

鉄筋工事

板金工事

防水工事

熱絶縁工事

さく井工事

消防施設工事

しゅんせつ工事

塗装工事

機械器具設置工事

造園工事

水道施設工事

該当する工事がない

屋根工事 電気工事 管工事

タイル・れんが・ブロツク工事 鋼構造物工事 鉄筋工事

ほ装工事 しゅんせつ工事 板金工事

ガラス工事 塗装工事 防水工事

内装仕上工事 機械器具設置工事 熱絶縁工事

電気通信工事 造園工事 さく井工事

安定的な人
（専属的・継続的）

（建設業許可業者
を除く）

労務外注

常雇 臨時・日雇

建具工事 水道施設工事 消防施設工事

清掃施設工事 該当する工事がない

技術者（工事の設
計、積算又は現場
施工の監理・監督
にあたる人）

現場労働者（技術
者を除く）
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常雇の技術者 臨時・日雇の技術者 常雇の現場労働者

貴社が採用する外国人を全て選んでください。 該当する回答が複数の場合は、複数を選択してく
ださい。

技能実習生の外国人 技能実習生以外の外国人 外国人を採用していない

貴社が就業者を採用する方法を全て選んでください。該当する回答が複数の場合は、複数を選択
してください。

求人広告（求人情報誌等の紙媒体） 求人広告（ハローワーク） 求人広告（求人サイト等のWEB）

人材紹介 派遣 縁故

貴社の2022年における建設業の受注高で発注者が①公共（府中市内）、②公共（府中市外）、
③民間（府中市内）、④民間（府中市外）の割合を教えてください。割合の合計が10になるように
それぞれ選んでください。例：1:1:3:5

①：②：③：④

貴社が採用で困っている就業者を全て選んでください。該当する回答が複数の場合は、複数を選
択してください。

臨時・日雇の現場労働者 労務外注の現場労働者 特に困っていない

貴社は就業者として外国人を積極的に採用したいと思いますか。

そう思う ややそう思う どちらでもない

そう思わないあまりそう思わない

貴社が2022年に行った行為を全て選んでください。該当する回答が複数の場合は、複数を選択し
てください。

スポーツ分野への寄付 文化分野への寄付 科学分野への寄付

教育分野への寄付 社会福祉への寄付 企業版ふるさと納税

該当する行為はない

教育分野への寄付 社会福祉への寄付 企業版ふるさと納税

該当する行為はない

貴社が2023年に行う予定の行為を全て選んでください。該当する回答が複数の場合は、複数を
選択してください。

スポーツ分野への寄付 文化分野への寄付 科学分野への寄付

貴社は2024年4月以降、法定労働時間と時間外労働を含む勤務を前提とした不相応な受注高の
工事の発注を相談された場合、または入札情報を見た場合にどのような対応を行いますか。 該当
する回答が複数の場合は、複数を選択してください。法定労働時間＝「8時間/日、40時間/週」以
内、時間外労働＝「45時間/月、360時間/年」以内

断る 契約金の増額を提示する 黒字の範囲で人員を増加し受注する

赤字の範囲でも人員を増加し受注する

貴社は2024年4月1日より規制される「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法
律案（働き方改革関連法）」に由来する「2024年問題」を知っていましたか。

はい（名称、内容を知っている） はい（名称だけ知っている） いいえ

貴社は「2024年問題」に対する対策を既に行っていますか。

はい いいえ

貴社は2022年に受注した工事の前提となる勤務時間はどちらに当てはまりますか。法定労働時
間＝「8時間/日、40時間/週」以内、時間外労働＝「45時間/月、360時間/年」以内

法定労働時間の勤務内
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アンケートは以上で終了です。ご協力頂き、誠にありがとうございました。

貴社の「2024年問題」に対する課題等を教えてください。

貴社は2023年10月1日より導入されたインボイス制度を知っていましたか。

はい（名称、内容を知っている） はい（名称だけ知っている） いいえ

貴社がインボイス制度に対して行った行為を全て選んでください。該当する回答が複数の場合は、
複数を選択してください。

既にインボイス制度への対策を行った

貴社はインボイス制度に関するセミナーが開催された場合、受講したいと思いますか。

貴社は2023年、資材高騰の影響を受けていますか。

影響を受けている やや影響を受けている どちらでもない

あまり影響を受けていない 影響を受けていない

受注金額を可能な限り増額した 受注金額を可能な限り減額した

発注金額を可能な限り増額 発注金額を可能な限り減額した 発注先をインボイス発行事業者に限定した

何もしていない

貴社は「2024年問題」に関するセミナーが開催された場合、受講したいと思いますか。

そう思う ややそう思う どちらでもない

あまりそう思わない そう思わない

貴社はインボイス制度に関するセミナーが開催された場合、受講したいと思いますか。

そう思う ややそう思う どちらでもない

あまりそう思わない そう思わない

貴社の要望・意見・課題等はありますか。
例：「2024年問題」について相談先がわからない。
　　インボイス制度の必要性を感じない。
　　資材高騰に対して対応策がわからない。

貴社は2018年と2023年を比べて、支出に占める材料費の割合は何％上がりましたか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

貴社は資材高騰に伴い不相応な受注高の工事の発注を相談された場合、または入札情報を見た
場合、どれに当てはまりますか。該当する回答が複数の場合は、複数を選択してください。

断る 契約金の増額を提示する 黒字の範囲で人員を増加し受注する

赤字の範囲でも人員を増加し受注する
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